
令和６年度 東京都依存症対策普及啓発フォーラム

若者の依存症と
その背景
～なぜ薬物に依存するのか～

会場250名・オンライン配信150名定　員 いずれも令和6年11月12日（火）（必着）申込締切

都内在住・在勤・在学の方なら、どなたでもお申し込みいただけます。
ただし、申込多数の場合は抽選となります。参加の可否につきましては、令和６年11月18日（月） ごろまでに、E-mail にて御連絡します。

対　象

参加
無料

詳細はこちら▶▶▶ 東京都立中部総合精神保健福祉センターホームページ 「現在募集中の講演会等」

音声コード

このマークは音声コードUni- 
Voice（2次元コード）です。専
用アプリなどで読み取ると、内
容を音声で聞くことができます。

講
　
演

「東京都における依存症対策の動向について」
● 菊地 章人　東京都福祉局障害者医療担当部長　

「薬物依存と小児期逆境体験」
● 小林 桜児　神奈川県立精神医療センター副院長兼医療局長　

「生きづらい若者たちの取材報告」
● 渋井 哲也　フリーライター　
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渋井 哲也小林 桜児
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～若者の生きづらさに焦点を当てた薬物依存症～　
● 小林 桜児　神奈川県立精神医療センター副院長兼医療局長　
● 渋井 哲也　フリーライター　　
● 加藤 隆　特定非営利活動法人八王子ダルク代表理事　
● 風間 暁　特定非営利活動法人ASK社会対策部　
● 菅原 誠　東京都立中部総合精神保健福祉センター副所長　
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風間 暁加藤 隆

なかのZERO小ホール
（東京都中野区中野2－9－7）

令和６年11月26日（火）／13：00～16:50 （12:30開場）
JＲ又は東京メトロ東西線「中野駅」南口から徒歩８分

会　場

Zoomウェビナー
令和7年1月10日（金）／13：30～17：00（予定） 

※１回のみ配信します。リアルタイム配信は実施しません。

オンライン配信（アーカイブ配信）

申込フォームは
こちら申

込
方
法

申込フォーム  左記2次元コード　
E-mail  forum@ontheshore.net
電　話  050-1722-0104（平日 10:00〜18:00）
FAX  050-3451-4875

郵　送  下記フォーラム運営事務局宛て
フォーラム運営事務局（株式会社on the shore）
〒108-0074 東京都港区高輪3-3-8 アヴニール高輪 3F



　依存症の対象は、薬物・アルコール・ギャンブル等様々で、とても身近な病気の一つです。この病気では、依存対象の摂取や行為をコントロール
しづらくなっていきます。このため、早期の発見と治療や支援により、大切な人との関係や健康を守りながら、回復を目指していくことが重要です。
　今回のフォーラムのテーマは、『若者の依存症とその背景〜なぜ薬物に依存するのか〜』です。市販薬の過剰摂取など、若者の薬物問題が増えて
いるのはなぜなのでしょうか。薬物依存症者はなぜ薬物を使い始め、依存するほどのめり込んでしまうのか、薬物依存症に至る背景と、治療について、
お伝えしていきます。
　基調講演では、日々、薬物依存症の専門治療に取組んでいる神奈川県立精神医療センターの小林 桜児 氏と、若者への取材等により若者の抱え
る課題・実態に詳しいフリーライターの渋井 哲也 氏に御講演いただきます。その後、依存症支援団体の加藤 隆 氏及び風間 暁 氏も交えて、若者
の生きづらさに焦点を当てたトークセッションを行います。
　依存症に関心のある方なら、どなたでもお申込みいただけます。皆様のご参加を、心よりお待ち申し上げます。

※収集した個人情報は、本フォーラムに係る連絡のみに利用いたします。　※本フォーラムの録音・録画・撮影・配信、内容のインターネット（SNS 等） への書き込みなどは禁止しています。

FAX・郵送の場合は、下記用紙にご記入のうえお送りください。（コピー可）
E-mailの場合は、下記項目についてご記入のうえお送りください。
※申込締切：令和6年11月12日（火）（必着）

住所　〒

参加者氏名（フリガナ）

E-mailアドレス

電話番号 FAX（任意）

参加方法　　□令和６年11月26日（火）に会場（なかのZERO小ホール）で参加　
　　　　　　□令和７年１月10日（金）にオンライン配信（アーカイブ配信）（Zoomウェビナー）で参加

参加規約に御同意ください（右の□にチェックを入れてください。）。 □本フォーラムの録音・録画・撮影・配信、内容のインターネット（SNS等） 　　
　への書き込みなどは行わないことを同意します。

お勤め先等（任意　主なもの１つを〇で囲んでください。）
民間企業　行政　教育関係　医療関係　民間支援機関（依存症専門、精神保健福祉、子ども、若者）　学生　その他（　　　　　　　　）

職種（任意　依存症の支援に携わっておられる方のみ、主なもの１つを〇で囲んでください。）
医師　保健師　看護師　作業療法士　福祉職　心理職　薬剤師　教員　その他（　　　　　　　　）

年代（任意 〇で囲んでください。）　　20歳未満　　20代　　30代　　40代　　　50代　　60代　　70代　　80代　　90歳以上　

講師や支援者への質問があれば、御記入ください（任意）。

備考（車いす席や手話通訳の御希望等ございましたら御記入ください。）

令和６年度　東京都依存症対策普及啓発フォーラム参加申込書

フ ォ ー ラ ム の 御 案 内

東京都立（総合）精神保健福祉センターは、東京都依存症相談拠点です。
詳しくはホームページをご覧ください（左記 2次元コード）。
もし、あなたの大切な人が、依存症や関連する問題で悩んでいたら、相談先につなげてあげてください。
あなたからの相談も、あなたの大切な人の、回復の支えになります。

石油系溶剤を含まないインキを
使用しています。

お問合せ
フォーラム運営事務局（株式会社 on the shore）　電話：050-1722-0104申込等について

東京都立中部総合精神保健福祉センター 計画調査担当　電話：03-3302-7702企画について


